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Bridge　Management　System（BMS）の開発と実用化

河村圭（理工学・宮本文穂）

研究の目的

　我が国の幹線道路に架かる橋梁は，全長15m以上

の主要なものだけでも約14万橋にのぼり，維持管理

の時代を迎えている．そこで，既存橋梁に対する劣

化診断ならびに限られた予算内で最大の効果を得る

ための最適維持管理計画が作成可能な維持管理支援

システムの必要性が高まっている．本研究では，そ

の支援システムの開発および実用化を目指す．

研究成果

　BMSを最も広義な定義で言うならば，「橋梁に関わ

るすべての行為（計画・設計・施工・点検・劣化診

断・補修・補強・架替）を最適に実施するための支

援システム」と言うことができるが，当面の目標を

「橋梁管理者が既存橋梁のメンテナンスプランを考慮

する際に，その意志決定の支援となる維持管理計画

案が作成可能なシステムの開発」とし，図1に示され

るようなBMSを開発した．

　以下には，各システムの概要を記述する．

D橋梁診断エキスパートシステムの開発

　橋梁の維持管理に長年携わってきた専門技術者の

橋梁診断における経験的な知識をコンピュータ上に

移植し，楽毛台帳や簡易な目視点検結果等から得ら

れたデータより，橋梁の総合的な性能評価（耐適性，

耐久性）を行うシステムを開発した．

2）メンテナンスプラン最適化システムの開発

　予想劣化曲線より部材劣化の現在までの進行経路

と，これからの余寿命を予測し，対象橋梁の寿命が

予定供用年を満たさないと判断されると，維持管理

費用の最小化等を考慮した最適維持管理計画を作成

するシステムを開発した．

　続いて以下には，実際に開発されたシステムの流

れを実際の画面を用いて説明する．

　図2は，診断システムへの橋梁諸元および点検結

果入力画面である．図3は，診断結果の出力画面で

ある．この画面中のHowボタンを押すと，どのよう

な推論により現在の診断結果が得られたのかを参照

することができる．また，図3中の劣化曲線ボタン

を押すと，メンテナンスプラン最適化システムへ移

る．続いてユーザは，現在対象としている橋梁の予

定供用年数を入力する．この入力が終わると，図4

が提示され，対象橋梁の余寿命および劣化曲線が提

示される．ここで，対象橋梁が予定供用年数を満足

することができない場合は，コスト最小化を目的と
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したメンテナンスプランが探索される．図5は，シ

ステムが提案したメンテナンスプランである．図6

は，このプランを採用したときの劣化予測とその余

寿命を示す画面である．これにより，予定供用年数

を満足させるための最小コストが分かる．

産業技術への貢献

　橋梁の「調査・点検→診断・評価→判定・対策」

と言う維持管理フローを一元的に扱うシステム開発

は，国内では，唯一であり，多くのコンクリート構

造物を管理・運営している道路，鉄道，電力関連の

産業分野からの注目を集めている．
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　　　　図2　エキスパートシステム入力画面

図l　BMS（プロトタイプ）の流れ
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図3　診断結果画面
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図4　劣化予測画面

図5　最適化された維持管理計画の出力画面
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図6　維持管理対策の劣化予測画面
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